
○箇所概要
保全対象 ：人家５４戸、県道梶寄浦佐伯線、市道、耕作地
実施内容 ：砂防堰堤１基
全体事業費：537百万円（R3～R7）
土砂災害警戒区域等の指定状況：R2.2.18指定済

○事業目的
奥川５は、大分県佐伯市鶴見大字吹浦に位置し、保全対象として人家５４戸、県道梶寄浦佐伯線、

市道、耕作地を含む土石流危険渓流である。
渓流内には、渓岸浸食による土砂の堆積・倒木が見られ、近年の集中豪雨により土石流災害発生の

危険性が懸念され、令和２年１月には豪雨時に土砂が流出し住宅地間の流路が埋塞する状況が発生した。
次期出水時には土石流が保全区域まで達し、土砂災害の発生する危険性が高いことから、早急に

砂防施設による対策を講じ、人家等の保全を図る必要がある。
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